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	生 命 倫 理 お よ び 安 全 面 へ の 配 慮
□ヒト由来試料を対象とする研究
　　所属機関倫理審査委員会等の有無　　　　□有　　□無
□動物実験（脊椎動物）を対象とする研究
　　所属機関動物実験委員会等の有無　　　　□有　　□無
□遺伝子組換え生物等を用いる研究
　　該当する安全委員会等の有無　　　　　　□有　　□無
□いずれにも該当しない
【生命倫理および安全面への配慮】



「様式2-4　生命倫理および安全面への配慮」の作成要領
　ヒト由来試料（細胞バンク登録細胞を含む）および脊椎動物（その受精卵、胚、受精卵、初代培養細胞を含む）を対象とするテーマについては、所属機関内の倫理審査委員会等の有無をあわせて、該当する項目にチェックしてください。どちらも対象としないテーマについては、「どちらにも該当しない」にチェックしてください。
　ヒト由来試料を用いた宇宙実験を計画する場合、この募集の範囲では軌道上で試料を採取することはできません。地上で調製するヒト由来試料の利用は可能です。
【生命倫理および安全面への配慮】
　ヒト由来試料（細胞バンク登録細胞を含む）および脊椎動物（その受精卵、胚、受精卵、初代培養細胞を含む）を対象とするテーマについては、下表の法令等を参照し、以下の事項について記述してください。
· 提案する内容と関連する法令及び指針等との関係、倫理面・安全対策面（動物等を科学上の利用に供する場合の配慮を含む）において講じるべき措置と対応状況について「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針に従い、施設内の倫理委員会およびJAXAの該当する委員会において計画の承認を受けて実施する。」など具体的に記述してください。特に問題がないと判断した場合には、その理由等について記述してください。
· 社会的コンセンサスを必要とするテーマや、ヒト由来試料を用いるテーマについては、ヒト由来試料の提供者等に対する人権および利益の保護の取扱いに十分配慮する必要があります。試料提供者等に対する人権擁護上の配慮、不利益・危険性の排除の説明と理解（インフォームドコンセント）に関わる状況等を必ず記述してください。
	提案に含まれる内容
	関係法令及び指針等

	特定胚の取扱いを含む提案
	○ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律

	
	○特定胚の取扱いに関する指針

	
	○ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律施行規則

	遺伝子組換え実験を含む提案
	○遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物多様性の確保に関する法律（いわゆるカルタヘナ法）

	ヒトゲノム・遺伝子解析を含む提案
	○ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針

	ヒトES細胞の樹立及び使用を含む提案
	○ヒトES細胞の樹立及び使用に関する指針

	動物実験を含む提案
	○研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針


詳細は以下のホームページをご覧ください。
・文部科学省ホームページ「生命倫理・安全に対する取組」
http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/index.html
・文部科学省ライフサイエンス課ホームページ（動物実験等の基本指針説明会資料）http://www.lifescience.mext.go.jp/policies/dobutsu.html














































































































































































































































































